






















まえがき 

妊婦健康情報は胎児の生存維持ならびに出生の健康管理に基本的に重要であり,地域母子

保健活動を展開するうえでそれがもつ意義は大きい。 

妊婦健康診査(以下妊婦健診と略記する)は妊婦の健康管理の一貫として行われ,,妊娠の月

数に応じて自主的に医療機関で受診することが望ましいとされている。そして 27週までは

1 ヵ月に 1 回,28 週から 35 週までは 2 週間に 1 回,36 週以降は 1週間に 1 回という受診基

準が設けられていて,このうち妊娠前期(妊娠7ヵ月まで)に1回,妊娠後期(8ヵ月以降)に1

回は受診のための費用を公費で負担することになっている(公費負担による健診)。 

健診の効果をあげるためには自主的なものも公費負担によるものも,時系列的に一貫性を

もった健診結果の情報把握と活用を継続して行っていくことが必要である。 

保健所における妊婦健診情報の把握についてみると,自主的健診の情報は得がたく,公費負

担による健診から得られる情報もその実施形態や自施主体が異るため,またその内容や精

度が不十分なため単なる記録にとどまって活用されていない場合が多い。 

今年度は中野区中野保健所,同中野北保健所(以下中野と略記する)における妊婦健診情報

の収集状況についてその実態を調査し,問題点を検討したので報告する。 


